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平成 31 年度努力点推進計画 

平成 31 年４月 15 日 

名古屋市立東山小学校 

Ⅰ 主題  

対話的な学びを通して、ともに考えを深めることができる子  

 

Ⅱ 基本構想  

１ 研究のねらい  

本校では、平成 29 年度より「対話的な学びを通して、ともに考えを深めること

ができる子」という主題を設定し、授業研究を進めている。 

昨年度までは、道徳の授業における「なかまと対話する」場面に重点を置き、

各学年の実態に応じて様々な対話の技法を試したり、子どもがともに考えを深め

るために手立てを工夫したりして実践を行ってきた。その結果、対話を通して友

達の考えのよさに気付いたり、自分の考えを再構築したりすることができるよう

になってきた。また、昨年度末の意識調査においても、「対話することが役に立つ」

と実感している子どもの数が増えていることが明らかになった。 

このように、本校の子どもたちは、この２年間で対話的に学ぶことの意義や大

切さを感じ、ともに考えを深めることができるようになってきた。そのような子

どもたちが、道徳の授業の中だけでなく、様々な課題に対して積極的に対話を取

り入れ、考えを深めていくことは、より主体的に課題を解決していくために、大

切なことだと考える。 

そこで、本年度は、教科を道徳に限定せず、様々な教科において、対話的な学

びを進めていきたい。過去２年間の授業研究によって得られた成果をもとに、各

教科の特質を生かして対話的な学びを進めていくことで、子どもがより主体的に

課題を解決していくことができるようにしたい。 

以上のことから、本年度の努力点研究では、以下の点を重点課題として取り組

む。 

 

 

 

 

 

各教科の特質を生かした対話的な学びの展開例は、「なかまなビジョン・アラカルト」

（平成 30 年２月 名古屋市教育委員会）を参考にする。  

また、各学年で行う対話の基本的なイメージは、昨年度同様に次のようである。  

 

 

 

 

【本年度の重点課題】 

〇 各教科の特質を生かした対話的な学びを通して、主体的に課題を解決できる

ようにする。 

【各学年で行う対話のイメージ】 

○低学年：考えを伝え合い、友達の考えを知る対話 

○中学年：考えとその理由を伝え合い、友達の考えを取り入れていく対話 

○高学年：考えとその理由を伝え合い、互いの考えを吟味していく対話 

 



2 

 

 

前頁までの内容を踏まえ、各教科の特質を生かした対話的な学びの学習展開例を図

式化すると、以下のようになる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記のような学習展開を、教科の特質や各学年の実態に応じて進めていく。そ

れによって、それぞれの教科で、どのような対話的な学びを行うことが考えを深

める上で有効なのかについて、実践を通して明らかにしていきたい。 

対話的な学びを通して、ともに考えを深めることができる子 

●なかまとの対話を通して分かったことや考えたこと
についてまとめる。 

 

めあてを 
つかむ 

なかまと 
対話する 

●各教科の特質に応じてめあてを設定する。 

●過去２年間の授業研究によって得られた成果をも
とに、様々な対話の技法を取り入れ、各教科の特質
を生かしてなかまと対話する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

考
え
の
深
ま
り 

低学年 

物語を読んで想像したことをペアで伝え合っ

たり、質問したりすることで、友達の考えを知

る。 

中学年 

分かりやすい文章の書き方について、ホワイ

トボードや付箋を活用して話し合うことで、友

達の考えを取り入れる。 

高学年 

 よりよい文章構成について、付箋を活用した

り、オブザーバーを置いて話し合ったりするこ

とで、互いの考えを吟味する。 

自分の 
考えをもつ 

まとめる 

振り返る 

●学習を振り返り、めあてを達成することができたか
を確かめる。 
※めあてを達成できたかどうかを振り返るととも
に、次時への見通しをもつ。（課題解決に向けた主体
性の高まり） 

【各教科の特質を生かした対話的な学びの学習展開例】 
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また、本年度は、「対話的な学びを通して、ともに考えを深めることができる子」

のテーマで実践研究に取り組む３年目となり、まとめの年度である。以下に示す

ように、これまでの成果と課題を踏まえ、最終年度として充実した実践研究を進

められるよう、各部会、各学年で協力して取り組んでいきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 研究の方法 

   研究を進めるにあたって、以下のような手順で年間を見通した活動を計画し、

実践に取り組むこととする。 

①   各学年で、子どもの実態を把握する。（実態把握の方法は、各学年で検討。） 

②   実践教科は、各学年で統一する。 

③   各学年で、公開授業（前期・後期各１回ずつ）を行う。 

（公開授業に向けて各学年で実践や検討を重ねる。） 

【指導案：略案  参観者：同学年の先生、推進委員】 

④   代表授業は、低学年・高学年で一人ずつ（前期・後期各１回ずつ）行う。  

【指導案：細案  参観者：全員】  

⑤   事前検討会は、全体で行う前に、低・高学年部会でそれぞれ行う。  

事後検討会は、授業実践後、全員で行う。 

⑥   中間報告（８月・紙上）を行い、成果と課題を把握し、後期実践に生かす。 

⑦   最終報告（２月・口頭）で、実践の成果と課題を発表する。 

H２９ 対話的な学びの基盤づくり（道徳） 

子どもの生活経験を基に、身近な問題を考える。 

H３１

各教科の特質を生かした対話的な学びを通して、 

主体的に課題を解決できるようにする。 

H３０ 「なかまと対話する」場面に重点（道徳） 

「様々な視点から道徳的価値の意義や大切さについて考える 

ためには、どのような対話が有効か」を明らかにする。 

成果：どの学年でも、「対話的な学び」を行いやすかった。 

課題：

 

対話的な学びを通して、ともに考えを深めることができる子 

成果：対話を通して友達の考えのよさに気付いたり、自分の考えを再構築した

りすることができるようになった。また、「対話することが役に立つ」と

実感できる子どもが増えた。 

課題：道徳の授業の中だけに限らず、様々な課題に対しても、より主体的に課

題を解決していく必要性。 
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５ 年間計画  

 

 

４月 

 

 

５月 

 

 

 

 

６月 13 日 

 

 

6 月 27 日 

 

７月 

８月 

 

 

 

 

1０月３日 

 

 

10 月 21 日 

 

１月 

 

２月 

３月 

〇研究主題の設定と研究組織づくり 

〇推進計画の検討 

〇実態把握 

〇実践計画立案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○中間報告書作成 

〇中間報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇実態把握 

〇最終報告書作成 

〇最終報告会 

〇次年度への課題と方向性の検討 

推進委員会  

全体会 

学年部会 

学年部会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年部会 

紙上報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年部会 

学年部会 

全体会 

推進委員会  

前期授業実践（各学年１実践を公開） 

 

 

 

 

実践後 

 

代表授業事前検討会１（低 or 高学年部会） 

後期授業実践（各学年１実践を公開） 

 

 

 

 

実践後 

 

代表授業事前検討会１（低 or 高学年部会） 

代表授業事後検討会（全体会） 

代表授業事前検討会２（全体会） 

代表授業事前検討会２（全体会） 

代表授業事後検討会（全体会） 


